






Ⅰ研究目的 

自閉症や微細脳障害症候群の原因はまだ明らかにされたとはいえないが,高位中枢におけ

る認知・統合機能障害とする説がある。我々はこの仮説に則り,新生児期に認知障害を発見

し,治療する方法を模索する目的で本研究を行っている。昨年度は正常新生児の生後約 10

日間における聴覚的定位の変化を追究した。この際,与える聴覚刺激をできるだけ簡便で反

応陽性率の高い器具についても調査した結果,ガラガラであることが判明した。今年度は低

出生体重児の新生児期における聴覚的定位の発達過程を明らかにすることを目的とした。 


